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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バルク固体計量システムは、延長ホッパー及び前記延長ホッパーに対して装着される供
給ホッパーを支持し、鉛直方向軸に沿って延在する支持構造を備え、
　前記支持構造は、
　相対的に固定的な位置にあり、側壁面を画成する対向する第１及び第２側壁と、
　前記側壁間を架け、前記側壁に固定される上壁であって、該前記上壁に対して装着され
る前記延長ホッパーを受け入れるように構成される開口を画成する、上壁と、
　前記側壁間を架け、前記側壁に固定される前壁であって、該前壁はバルク固体材料が吐
出される開口を画成する、前壁と、
を有し、
　前記側壁、前記上壁、前記前壁は前記供給ホッパーを完全に囲むように構成されるホッ
パー受入れ空間を画成し、
　前記側壁及び前記上壁は、支持構造後側に沿って横方向の開口を画成し、該横方向の開
口は、前記支持構造内に前記供給ホッパーを取り外し可能に完全に装着するため前記鉛直
軸に直交する横方向の開口軸に沿って、前記ホッパー受入れ空間へ前記供給ホッパーの出
し入れを可能にし、前記側壁は、前記供給ホッパーの前記支持構造への出し入れの移動の
全範囲を前記横方向の開口軸に沿った移動に規制し、
　前記バルク固体計量システムは、前記前壁に対して固定されるノズルを有し、該ノズル
は、前記前壁開口と材料供給関係にあり前記供給ホッパーから前記バルク固体材料を受け
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入れられるように構成される第１端部と、前記サポート構造体の外側の第２端部と、その
間のバルク固体材料用通路と、を有し、
　前記延長ホッパーは上部材料入口、下部材料出口、及び延長ホッパーフランジを有し、
　該延長ホッパーは前記上部壁に対して装着されると、前記延長ホッパーは前記上部壁開
口を少なくとも部分的に介して前記第１壁及び前記第２側壁の間の前記ホッパー受入れ空
間内に延在し、前記延長ホッパーフランジは前記ホッパー受入れ空間内の前記上壁より下
に位置するように、該延長ホッパーは前記上部壁に対して取り外し可能に装着され、
　前記供給ホッパーは上部材料入口、下部材料出口、供給ホッパーフランジ及びダクトを
有し、
　前記ダクトはダクト軸、前記供給ホッパーの該下部材料出口と材料供給関係にあるダク
ト上部開口、前記ダクトの第１端部に沿った噴出口、前記ダクトの第２端部に沿ったオー
ガー受入れ開口を有し、
　前記供給ホッパーは、前記延長ホッパーフランジ及び前記供給ホッパーフランジの取り
外し可能な係合により前記支持構造に取り外し可能に装着され、（１）装着されると、前
記供給ホッパーは前記ホッパー受入れ空間内に位置し、前記供給ホッパーの前記上部材料
入口は前記延長ホッパーの前記下部材料出口と材料供給関係にあり、前記ダクト軸は前記
鉛直軸に直交し前記横方向の開口軸に平行であり、前記噴出口は前記ノズルの前記第１端
部と材料供給関係であり、（２）取り外されると、前記供給ホッパーは前記側壁間で完全
に前記支持構造への完全な出し入れを前記横方向開口軸に沿って行え、
　前記バルク固体計量システムは、前記ダクト上部開口からの前記バルク固体材料を前記
ノズルの中へ移動させて該ノズルを介して移動させるため前記ダクト内に回転可能に装着
されるオーガーを有し、該オーガーは、装着されると前記ダクト軸と同軸のオーガー軸を
有し、かつ前記側壁間そして前記横方向の開口軸に沿って、前記オーガー受入れ開口を介
して前記装着された供給ホッパー及び支持構造から分離して前記ダクト内へ出し入れでき
、
　前記バルク固体計量システムは、第１位置と第２位置との間の面内で移動できるように
構成され、枢動装着部に前記支持構造に対して移動可能に装着される駆動ユニットを有し
、前記第１位置では前記駆動ユニットが前記オーガーを回転するように、装着された前記
オーガーとパワー伝達関係にあり、前記第２位置では前記駆動ユニットが前記オーガーか
ら取り外され、前記オーガー及び前記供給ホッパーから離れるように枢動することで、前
記オーガーは前記装着された供給ホッパーから分離して前記ダクト及び前記支持構造から
完全に引き抜き自在であり、かつ前記供給ホッパーは前記支持構造から完全に引き抜き自
在であり、
　前記供給ホッパー及び前記オーガーは、完全に前記側壁面間で前記支持構造裏側に対し
て装着及び取り外し可能である、
システム。
【請求項２】
　前記供給ホッパーは、第１及び第２の変形可能な攪拌部を有する柔軟なエラストマ材料
から形成される本体を有し、
　前記バルク固体計量システムは、第１及び第２供給ホッパー攪拌器を有し、前記第１及
び第２供給ホッパー攪拌器はそれぞれホッパー接触部を有する離間する端部を有し、前記
ダクト軸に対して角度をなす攪拌軸に沿って前記攪拌器の往復運動を可能にするように枢
動装着部において前記装着された供給ホッパーのそれぞれの攪拌部の隣接した前記支持構
造に対して固定され、前記ホッパー接触部は前記装着された前記供給ホッパーの前記攪拌
部に接触し、前記攪拌部を局所的に変形し、
　前記バルク固体計量システムは、各攪拌器とパワー伝達関係にあり、前記攪拌器の往復
運動を可能にする駆動機構を備える、
請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記攪拌器軸及び前記ダクト軸は互いに直交している請求項２に記載のシステム。
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【請求項４】
　前記延長ホッパーフランジは前記延長ホッパー下部材料出口に沿い、
　前記供給ホッパーフランジは供給ホッパー上縁部に沿い、前記供給ホッパーフランジは
ホッパージョイントで固定装置により前記延長ホッパーフランジに接続され、
　前記ホッパージョイントは前記上部壁部の下にある、
請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記固定装置は前記フランジに重なる関係のバンドクランプであり、前記ホッパーが互
いに固定される請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記供給ホッパーは柔軟なエラストマ材料から作製されるホッパー本体を有し、
　前記供給ホッパーフランジは剛性のある材料から作製され前記柔軟性のあるエラストマ
材料により前記供給ホッパー本体に固定される、
請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記フランジ間で弾性密封リングが圧縮され、
　前記延長ホッパーは前記上部壁に取り外し可能に固定される装着部材を有する請求項５
に記載のシステム。
【請求項８】
　前記延長ホッパー上部材料入口と前記下部材料出口との間で前記延長ホッパーは断面が
円状である請求項４に記載のシステム。
【請求項９】
　前記供給ホッパーは剛性材料から作製され、
　攪拌機構は、前記延長ホッパーに支持され、駆動ユニット、攪拌器、前記駆動ユニット
と前記攪拌器との間に延在する動力シャフトを有し、
前記動力シャフトは前記供給ホッパーに対する移動のために装着され、前記攪拌器が前記
供給ホッパーから取り外せる、
請求項４に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記駆動ユニット及び前記動力シャフトは摺動結合により互いに結合され、前記動力シ
ャフトは前記動力ユニットを介して上方に移動できる請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記供給ホッパーは、柔軟な材料で作られた本体を有し、前記供給ホッパーフランジは
供給ホッパー上縁部に沿い、前記ダクトは前記供給ホッパーフランジの下に離間し、
　前記本体は、前記供給ホッパーフランジに隣接した第１の断面形状と、前記供給ホッパ
ーフランジと前記ダクトとの中間の第２の断面形状と、を有する、
請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記第１断面形状は円形である請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記第２の断面形状は縦軸と、前記縦軸に直交しそれよりも短い横軸とを有する請求項
１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記第２の断面形状は、縦軸と、該縦軸に直交しそれよりも短い横軸とを有する、請求
項１２に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記縦軸は前記ダクト軸に平行である請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記供給ホッパーが装着されると、前記ノズルの前記第１端部及び前記噴出口は材料供
給関係で同軸に係合し、前記供給ホッパーが前記支持構造から取り外されると、前記ノズ
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ルの前記第１端部及び前記噴出口は軸方向に移動する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記駆動ユニットは、モータ及び前記枢動装着部に支持される減速器を有し、前記駆動
ユニットが前記第１位置にあるとき前記減速器は前記モータ及び前記オーガーに結合する
請求項１に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記駆動ユニットの前記枢動装着部は鉛直な面内で前記駆動ユニットを前記第１位置と
前記第２位置の間で移動させるために装着される請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記支持構造はさらに、一対の対向する支持柱を有し、該支持柱のそれぞれは、第１も
しくは第２側壁に結合し前記支持構造を支持する請求項１に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
[発明の分野]
本発明はバルク材料取り扱いシステムに関し、特に、固定容器およびかかる容器から材料
を移動する手段を有する、かかるシステムに関する。
【０００２】
[発明の背景]
バルク固体計量システムは、細かく砕かれた（粉末化されているか粒状の）材料をプロセ
ス機器内に供給するために用いられる。計量システム（または複数の計量システム）によ
って材料を供給されたプロセス機器は、製造される中間製品または最終製品における唯一
の構成物質または構成物質の１つとしてその材料を用いる。以下で明らかになる理由で、
バルク固体計量システムが、動作時間の各単位、たとえば分または時間ごとに正確に計量
した量の材料を供給することが重要である。このようにバルク固体計量システムが確実に
作動することを支援するために、高性能の重量測定および容積測定による計量システムが
開発された。バルク固体計量システムの例は、米国特許第４，８０４，１１１号（Riccia
rdi等）、第４，９８３，０９０号（Lehmann等）、第５，２０１，４７３号（Pollock）
、第５，２１５，２２８号（Andrews等）および第５，３０１，８４４号（Ricciardi等）
に開示されており、一方、かかるシステムで用いられる場合があるホッパーやマスフロー
・ビンは、米国特許第４，９５８，７４１号（Johanson）および第５，３６１，９４５号
（Johanson）に開示されている。
【０００３】
バルク固体計量システムがどのように用いられているかのほんの一例として、パン屋は数
機のバルク固体計量システムを用いて、１つまたは複数の種類の小麦粉および他の原料を
、パン生地を混合する大型の機械に供給することができる。操作者が、特定の種類のパン
を製造するためにどの計量システムを運転するかおよびその供給速度をプログラムできる
ように、その装置を自動化することは異例ではない。
【０００４】
別の例として、医薬品、たとえば風邪薬の製造業者は、複数のバルク固体計量システムを
用いて、活性および不活性の材料を粉末ミキサに供給することができる。それに対して粉
末ミキサは、最終生産物が錠剤である、いわゆる造粒機に材料を供給する。
【０００５】
従来のバルク固体計量システムは、円錐状の大口径供給ホッパーが固定された支持構造を
特徴とする。かかるホッパーは、いわゆるその下部先端に、ダクト内で回転するスクリュ
ーまたはオーガーとして実施されるコンベアを有する。オーガーは、ホッパー内の材料を
、ダクトとホッパー噴出口とを介して外に向けてプロセス機器に供給する。ホッパーは剛
性の材料で作っても柔軟な（可撓性）材料で作ってもよく、後者で作った場合には、シス
テムは、ホッパーを攪拌してホッパー内の材料の連続的な流れを確実にするのを支援する
ヘラも備えている。
【０００６】
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非常に一般的に、供給ホッパーに対してその上部に延長ホッパーが設けられている。延長
ホッパーは、全体的なホッパー容量を増加させて、たとえばその上にあるクレーンからホ
ッパーが１回分の充填材料を充填される場合には、２つのホッパーを用いることは著しく
効率的である。
【０００７】
そして、おそらくそれほど一般的ではないが、延長ホッパーが太い管で、農場に見られる
ものと相違ないバルク貯蔵サイロに接続されている、バルク固体計量システムを見つける
ことは全く異例なことではない。サイロはシステムによって計量される非常に大量の材料
を保持し、長期間にわたってバルク固体計量システムが継続的に運転できるように、ホッ
パーを定期的に「再充填」するのに用いられる。
【０００８】
これらの以前のシステムは、その意図された目的については一般的に満足できるものであ
ったが、欠点がないわけではない。修理や他のメンテナンスを行わないわけにはいかない
。従来の装置においては、まず延長ホッパーをシステムから外して持ち上げなければなら
ない。そして、プロセス機器につながるノズル（かかるノズルは供給ホッパー噴出口に接
続されている）を切断する。そして、供給ホッパー・オーガーおよび、特定の構成によっ
ては、オーガー・ドライブを切断する。最後に、供給ホッパーを修理のために支持構造か
ら外してそこから持ち上げる。切断および分解の時間は非常に長く、もちろん、ダウンタ
イムの間に使用者はシステムの価値を利用できないことが問題である。
【０００９】
特定の既に知られているシステムの別の欠点は、供給ホッパーはある程度、システム製造
が容易であり、ホッパー側壁の攪拌が容易であることを念頭に置いて構成されていること
である。このような配慮は、水平断面がほぼホッパーの全高に沿って矩形であるホッパー
の形状によって証明される。供給ホッパー支持フレーム自体が矩形である可能性が高いの
で、製造は容易である。平らなホッパー側壁は、湾曲した側壁よりも製造が容易であるか
、容易である場合がある。また、外部の攪拌ヘラは平らな側壁に対して良好に働く。製造
が容易であるという観点から考えると、矩形の断面のホッパーは、広い矩形の口から、搬
送オーガーが設けられている狭い溝状の開口へと非常に容易に「移行」する。
【００１０】
しかし、矩形のホッパーは、「マスフロー」として知られているものを促進する際には、
幾分か不完全に働く。ホッパー内の細かく砕かれた材料は、２つの隣接した平らな側壁の
接合部に形成された直線の継ぎ目に沿って「停滞する」傾向にある。これは、システムの
供給速度の正確性を損なう。
【００１１】
そして、これが全てではない。矩形の延長ホッパーが矩形の供給ホッパーと共に用いられ
ている場合には、２つのホッパーの間の「移行」接合部を密封することは困難である。ま
た、矩形の延長ホッパーは、その中の細かく砕かれたバルク材料からの高い「静水力学的
」圧力による側壁の歪みの影響を受け易い。（細かく砕かれた材料のマスフロー特性およ
びそれらを保持するのに用いるホッパーの研究は自明なことではない。この主題に関して
、多数の非常に複雑な技術論文が書かれている。）
【００１２】
特定の食品および医薬品の製造においては、次の１回分を供給ホッパーに充填する前に、
かかるホッパーにその前の１回分からの材料がほぼ残っていないようにすることが非常に
好ましい。ある種類の食品および医薬品の材料は時間が経つと劣化するので、「先入れ先
出し」の材料管理が、製造する製品に劣化した材料が混入することを回避するのに役立つ
。
【００１３】
以前のシステムの欠点に取り組む改良型のバルク固体計量システムは、この技術分野にお
ける大きな進歩である。
【００１４】
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［発明の目的］
本発明の目的は、以前のシステムの問題や欠点に取り組む改良型のバルク固体計量システ
ムを提供することである。
【００１５】
本発明の別の目的は、システム修理およびメンテナンスの特定の側面を単純化する、改良
型のバルク固体計量システムを提供することである。
【００１６】
本発明の別の目的は、マスフローをより良好に促進する改良型のバルク固体計量システム
を提供することである。
【００１７】
本発明のさらに別の目的は、それ自体を供給ホッパー攪拌に適合させる改良型のバルク固
体計量システムを提供することである。これらの目的および他の目的がどのように達成さ
れるかは、以下の説明および図面から明らかになるであろう。
【００１８】
［発明の概要］
本発明は、支持構造とその構造に対して設けられた供給ホッパーとを有し上端部を有する
タイプの、バルク固体計量システムに関する。この改良品において、支持構造は上部部材
を含み、供給ホッパーの上端部はその上部部材の下にある。この構造は、供給ホッパーを
横向きの開口から横方向に引き抜くことができるような大きさと形状にその開口を定めて
いる。
【００１９】
この構成の重要な利点は、取り付けられる場合がある延長ホッパーを何ら取り外すことな
く、供給ホッパーを修理できることである。別の利点は、供給ホッパーを取り外す必要が
ある場合には、供給ホッパー噴出口とシステムによって材料を供給されるプロセス機器と
の間のノズルは移動させる必要がないか、かかるノズルをホッパーから切断するために、
せいぜいごく僅かな時間と努力とを必要とするに過ぎないことである。
【００２０】
本発明のより具体的な態様においては、支持構造はほぼ垂直な軸に沿って延伸する。供給
ホッパーは、垂直軸から離れ第１の軸に沿ってホッパー体から延伸する噴出口を含む。横
向きの開口は、垂直軸から離れ第２の軸に沿って供給ホッパーの引き抜きを可能にする位
置に設けられている。噴出口と横向きの開口は、第１の軸と第２の軸とが約１８０°離れ
るように互いに配置されることが最も好ましい。こうした配置の利点は、修理の障害にな
る下流のプロセス機器が設けられるその「プロセス側」からではなく、バルク固体計量シ
ステムのいわゆる「操作者側」で作業を行うことができることである。
【００２１】
この新しいシステムのさらに他の態様においては、供給ホッパーは柔軟な材料で作っても
剛性のシート材料で作ってもよい。何れの場合にも、システムは供給ホッパー攪拌器また
は攪拌システムをそれぞれ有することが好ましい。柔軟な供給ホッパーを用いると、２つ
のかかる攪拌器が通常用いられ、それらは定期的に供給ホッパーの本体の対向する側面に
「荷重を加える（jar）」かそれを押して、その中の材料が「ブリッジング」（ｂｒｉｄ
ｇｉｎｇ）または「ラットホーリング（ratholing）」して円滑な流れを損なうことを防
止するのに役立つ。攪拌器は、第２の軸に対して角度をなした攪拌器軸に沿って往復運動
をするように設けられる。特定の実施形態においては、攪拌機軸と第２の軸とは互いにほ
ぼ直交している。
【００２２】
この新しいシステムのさらに別の態様は、延長ホッパーを取り外さずに供給ホッパーを取
り外すことができることに関する。延長ホッパーは供給ホッパーに対して材料供給関係で
設けられ、これらのホッパーはホッパー・ジョイントで互いに接合されている。ホッパー
・ジョイントは支持構造の上部部材の下にある。供給ホッパーは上部または第１のフラン
ジを有し、延長ホッパーは第２のフランジを有し、固定装置はこれらのフランジに対して
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重なる関係にあることによって、これらのホッパーを互いに固定する。非常に好適な実施
形態においては、固定装置は両方のフランジに重なってそれらを係合する円形の輪である
。
【００２３】
最適なマスフロー特性および攪拌能力のために、供給ホッパーの本体は柔軟な材料で作ら
れている。第１のフランジは剛性の材料で作られて、かかる柔軟な材料によってホッパー
本体に固定されている。すなわち、剛性の第１のフランジは恒久的に接着する材料内に成
形される。弾性密封リングはこれらのフランジの間で圧縮され、延長ホッパーは支持構造
の上部部材に取り外し可能に固定される取り付け部材、たとえば、円形のリングを有する
。システムがこのように構成されると、供給ホッパーと延長ホッパーとを互いに容易に接
合することができ、同様に、延長ホッパーは必要に応じて支持構造から容易に外すことが
できる。
【００２４】
本発明のさらに他の態様はホッパーの構成に関する。延長ホッパーは上端部と下部口とを
有し、上端部と下部口との間で取られる複数の断面の何れか１つで、延長ホッパーの断面
形状は円形である。供給ホッパーにおいて、その上部フランジとその噴出口とは、導管が
上部フランジの下にある状態で、互いから間隔を開けて設けられている。供給ホッパー本
体は上部フランジに隣接した第１の断面形状を有し、上部フランジと噴出口の中間の第２
の断面形状を有する。特定の実施形態において、第１の断面形状は円形であることによっ
て、ユーザが非常に良好なマスフロー特性を利用できるようにする。第２の断面形状は、
縦軸と縦軸に直交しそれよりも短い横軸とを有するという点で、円形以外のものである。
特定の断面形状は、平衡な直線の側部によって接合された丸いか半円の端部を有するとい
う点で、「レース・トラック状」である。好適な実施形態において、第２の断面形状の縦
軸は、噴出口の第１の軸に対してほぼ平行である。
【００２５】
本発明のさらに別の態様は、バルク固体計量システムの他の構成部品に関する。かかるシ
ステムの特定の実施形態において、供給ホッパーはオーガーなどの駆動コンベアを有する
。コンベア・ドライブ・ユニット、たとえば電気モーターや減速器は、その構造によって
支持され、コンベア駆動位置およびホッパー取り外し位置との間を移動するように設けら
れている。
【００２６】
別の実施形態において、供給ホッパーは、柔軟な材料ではなく剛性の材料、たとえばステ
ンレススチールで作られている。この実施形態において、供給ホッパー内での材料の自由
な流れは、ホッパー外の攪拌器によってではなく、ホッパー内の攪拌機構によって促進さ
れる。かかる攪拌機構は延長ホッパーによって支持され、駆動ユニット、攪拌装置および
駆動ユニットと攪拌装置との間に延伸するパワー・シャフトを有する。パワー・シャフト
は、供給ホッパーに対して移動するように設けられることにより、攪拌装置を供給ホッパ
ーから外すことを可能にする。
【００２７】
この実施形態のより具体的な変形において、駆動ユニットとパワー・シャフトとはカップ
リングによって互いに連結されている。システムが使用されているときには、好適なカッ
プリングは攪拌装置を供給ホッパー内の所定の場所に保持しつつ、駆動ユニット内でのパ
ワー・シャフトの摺動を可能にする。
【００２８】
しかし、メンテナンスのため（または他の理由で）供給ホッパーを横方向に引き抜くこと
が望ましいときには、摺動カップリングは、パワー・シャフトが駆動ユニットを通って上
方に移動することも可能にする。それによって、システムの使用者は、かかるホッパーが
引き抜かれるときに供給ホッパーを「クリア」するのに必要な高さまで、攪拌装置を持ち
上げることができる。
【００２９】
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本発明の他の詳細は、以下の詳細な説明と図面に記載する。
【００３０】
［好適な実施形態の詳細な説明］
新しいバルク固体計量システム１０を説明する前に、先行技術の装置のいくつかの態様を
理解することが有用である。一旦これらの態様を理解すれば、本発明の利点をより理解で
きるであろう。
【００３１】
図１は、並べて設けられた数機のバルク固体計量システム２０３を有する、先行技術の処
理装置２０１を示している。かかる各システム２０３は、各システム供給ホッパー２０７
の上に補助ホッパー２０５を備えている。供給ホッパー２０７は下方に各ハウジング２０
９内へと延伸し、オーガーまたは他のコンベアが動作する噴出口で終わる。各オーガーは
、各供給ホッパー２０７からの材料を、かかる材料をプロセス機器内に供給する多岐パイ
プライン２１１の中に送り込む。かかる機器は、たとえば、塗料用の粉末添加物を混合し
たり、多要素造粒製品などを製造したりする場合がある。
【００３２】
図１から、特定のシステム２０３を修理するためには、特に特定の供給ホッパー２０７、
おそらく多岐パイプライン２１１を含むシステム２０３を実質的に分解しなければならな
いことが明らかである。かかる分解はかなりの時間と労力を要する。その時間中は装置２
０１は運転を休止し、したがって、生産に利用できない。処理装置２０１が単一のバルク
固体計量システム２０３だけを備えているとしても、少なくともメンテナンスを容易にし
ダウンタイムを削減するという点で、新しいシステム１０の利点は非常に大きい。
【００３３】
次に図２から５を参照すると、バルク固体計量システム１０は、ほぼ垂直な軸１３に沿っ
て床から上方に延伸する支持構造１１を有している。構造１１は一対の対向する支持柱１
５、１７を構成し、これらはそれぞれ、荷重計ハウジング（重量測定用途向けの）を介し
て、または取り付けブロック（体積測定用途向けの）を介して、対向する側壁１９に連結
されている。各側壁１９は、それから内方に延伸する支持パッド２１を有し、かかるパッ
ド２１および側壁１９は、往復運動する、対向する供給ホッパー攪拌機２３およびそれに
用いる駆動機構２５を支持している。上部部材２７は側壁１９に架けて取り付けられ、そ
れを通る中央穴２９を有する。構造１１は、以下で説明する方法で供給ホッパー３１およ
び延長ホッパー３３も支持している。
【００３４】
図６、７および８も参照すると、供給ホッパー３１は、上部または第１のフランジ３５を
備えるように構成された上端部３４を有する。ホッパー本体３７は（一実施形態において
）柔軟な可塑性材料で作られているが、フランジ３５は、可塑性材料内に成形される剛性
の材料、たとえばスチールで作られている。図５および６に特に示されているように、供
給ホッパーの上端部３４は上部部材２７の幾分か下に間隔を開けて設けられている。
【００３５】
ホッパー本体３７は、ホッパー３１の底で、横方向に延伸するダクト３９へと下方に、か
つそれから内方に傾斜している。ダクト３９は通常円柱形であり、ダクト３９内で回転す
るオーガーが、ホッパー内を下方に流れる材料を受けて、かかる材料をホッパー噴出口４
３から送り出すことができるように、頂部が開いている。ノズル４５と呼ばれることが多
い延長ピースが噴出口４３に取り付けられ、クランプ４９によって、構造壁４７に固定さ
れている。オーガー４１によって噴出口４３から送り出される材料は、ノズル４５に沿っ
て、その材料が用いられるプロセス機器に流れる。
【００３６】
供給ホッパー本体３７は、円形の上部フロー部５１と、上部フロー部５１から下方に延伸
する、対向する平らな攪拌機部５３とを有する。各本体３７は、上部フランジ３５に隣接
した第１の断面形状と、上部フランジと噴出口との中間の第２の異なった断面形状とを有
する。特定の実施形態においては、第１の断面形状５５は円形である（図９に示したよう
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に）ことによって、使用者が非常によいマスフロー特性を利用できるようにする。図１０
に示した第２の断面形状５７は円形以外である。特定の実施形態において、かかる形状５
７は縦軸５９と、縦軸５９に直交しそれよりも短い横軸６１とを有する。かかる形状５７
は、平行な直線側部６５によって接合された丸いか半円形の端部６３を有するという点で
「レース・トラック状」である。好適な実施形態において、第２の断面形状５７の縦軸５
９は、本明細書中では噴出口第１軸６７とも呼んでいる噴出口軸６７にほぼ平行である。
【００３７】
図２、４および５を再び参照すると、支持構造１１は、供給ホッパー３１を開口部６９を
通して横方向に引き抜けるような大きさと形状にされた、横向きの開口部６９を定めてい
る。開口部６９は、供給ホッパー３１を、垂直軸１３から離して第２の軸７１に沿って引
き抜けるような位置に設けられている。噴出口４３および横方向の開口部６９は、第１の
軸６７と第２の軸７１とが約１８０°離れるように、互いに対して配置されることが最も
好ましい。
【００３８】
システム１０は、柔軟な本体３７の対向する部分５３に定期的に「荷重を加える（ｊａｒ
）」かそれを押す供給ホッパー攪拌機２３、通常は、２つのかかる攪拌機２３（図５では
そのうち１つを省略している）を含む。かかる攪拌は、ホッパー３１内の材料が「ブリッ
ジング」または「ラットホーリング（ratholing）」して円滑な流れを損なうことを防止
するのに役立つ。攪拌機２３は、第２の軸７１に対して角度をなして、最も好ましくはか
かる第２の軸７１に直交してその上に間隔を開けて設けられた、攪拌軸７３に沿って往復
運動をするように設けられている。攪拌機部５３は平らであることが分かる。攪拌機２３
は、かかる攪拌機２３が攪拌機部５３から若干間隔を開けて設けられ、ホッパー３１に対
して隙間を提供するように配置できる（攪拌中に採るそれらの一連の位置で）ので、攪拌
機２３の存在は、ホッパー３１の横方向の引き抜きを損なわない。
【００３９】
新しいシステム１０のさらに他の態様は、延長ホッパー３３を取り外さずに供給ホッパー
３１を取り外すことができることに関する。図２～４、６および１１～１３も参照すると
、延長ホッパー３３が供給ホッパー３１に対して材料供給関係で設けられ、取り付け部品
７５を有している。かかる部品７５は、円形の取り付けリング７７と、リング７７の下に
間隔を開けて設けられた円形の延長ホッパー・フランジ７９と、リング７７とフランジ７
９との間に延伸しそれらを固定的に接合する円柱状の部品本体８１とを有する。取り付け
リング７７および上部支持部材２７内の穴２９の直径は、リング７７がかかる部材２７の
頂上に載り、穴２９を通ることができないように、協働的に選択される。延長ホッパー３
３は、リング７７と部材２７とを通って延伸する、留め具、たとえばボルト等によって部
材２７に取り付けられる。穴２９およびフランジ７９の直径は、フランジ７９が供給ホッ
パー・フランジ３５と共に横方向に同一の広がりを持ち、フランジ７９が穴２９を「クリ
ア」して、延長ホッパー３３が支持構造から取り外されるときには、持ち上げてそれを通
して抜くことができるように選択される。
【００４０】
（当業者は、円形の穴２９，フランジ３５、７９が好ましいことを理解するであろう。し
かし、他の形状を有する穴やフランジを用いてもよい。もちろん、容易な延長ホッパーの
取り付けおよび引き抜きを可能にするために、説明した寸法関係を維持することが好まし
い。）
【００４１】
ここで図３～６および１１～１５を参照すると、ホッパー３１、３３は、支持構造１１の
上部部材２７の下にあるホッパー・ジョイント８３で互いに接合されている。上記のよう
に、ホッパー３１のフランジ３５はかかる部材２７の下にある。固定装置８５はフランジ
３５、７９に対して重なる関係にあることにより、ホッパー３１、３３を互いに固定する
。非常に好適な実施形態において、固定装置８５は両方のフランジ３５、７９と重なる円
形の輪であり、固定ボルト８７（または他の適当な固定機構、たとえばトグル・ラッチ）
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が締められると、装置８５は両方のフランジ３５、７９を互いに固定する。好適な構成に
おいては、フランジ３５、７９の間に弾性密封リング８９がある。供給ホッパー３１は柔
軟な材料で作られている場合には、リング８９は本体３７およびフランジ３５と一体に成
形されている。しかし、ホッパー３１が柔軟でない場合には、かかるリング８９は別個の
構成部品である。
【００４２】
図１１～１３、１６および１７に示したように、延長ホッパー３３は上端部９１と下部口
９３とを有する。上端部９１と下部口９３との間で切られた、垂直軸１３に対して直交す
る向きの、複数の断面１６－１６、１７－１７の何れの１つでも、延長ホッパー３３の断
面形状は円形である。
【００４３】
次に図２、４、７、１８および１９を参照すると、供給ホッパー３１は上記のオーガー４
１などの駆動コンベアを有する。コンベア駆動ユニット９５、たとえば電気モータ９７お
よび減速機９９は、構造１１によって支持されている。駆動ユニット９５は、多数の構成
の何れを採ってもよく、いくつかの方法（中には横方向の穴６９を遮断しないものもある
）の何れで設けてもよいが、好適な方法は、図２に示したコンベア駆動位置と図４に示し
たホッパー取り外し位置との間で旋回するようにユニット９５を設けることである。
【００４４】
オーガー４１は、突出した一対の駆動スタッド１０３を有するオーガー駆動軸１０１を備
えており、駆動ユニット９５は、スタッド１０３を係合する溝１０７を有する回転駆動ヘ
ッド１０５を備えている。スタッド１０３と溝１０７とは、駆動ユニット９５が矢印１０
９で示された方向に旋回するときに、溝１０７がスタッド１０３に合わさりそれを係合す
ることができるように、協働的に大きさを定められて設けられる。
【００４５】
新しいシステム１０の大きな利点は、供給ホッパー３１を、それに取り付けられる場合が
ある何れの延長ホッパー３３も取り外すことなく、ホッパーまたはオーガーのメンテナン
スのために取り外せることである。別の利点は、供給ホッパー３１を取り外す必要がある
場合に、供給ホッパー３１とシステム１０によって材料を供給されるプロセス機器との間
のノズル４５を動かす必要がないか、あるいはせいぜいかかるノズル４５をホッパー３１
から切断するために最少の時間と労力が必要となるに過ぎないことである。そして、供給
および延長ホッパー３１、３３は互いに容易に接合でき、必要に応じて延長ホッパー３３
は支持構造１１から同様に容易に取り外すことができる。
【００４６】
図２０の実施形態において、供給ホッパー３１は、柔軟な材料ではなく剛性の材料、たと
えばステンレススチールで作られている。図２～４の実施形態にあるように、延長ホッパ
ー３３もステンレススチールで作ることが最も好ましい。好適な供給ホッパー３１は逆さ
にされた切頭円錐のような形状になっている。すなわち、かかるホッパーは、内方および
下方に傾斜した、そのほぼ全高に沿って円形の断面形状である側壁を有する。しかし、上
記のダクト３９については、ホッパー底部１１１はほぼ平らで、垂直軸１３に直交してい
る。１１３の構造は、供給ホッパー３１の上部フランジ３５を表している。
【００４７】
ホッパー３１内での材料の自由な流れは、一部がホッパー３１内にある攪拌機構１１５に
よって促進される。攪拌機構１１５は、延長ホッパー３３上でカバー１１９によって支持
されそれに載っている駆動ユニット１１７を有する。かかる駆動ユニット１１７は、好ま
しくは中空軸のタイプである直角減速機１２１と、電気駆動モータ１２３とを有する。マ
スフローを促進するために攪拌装置１２５が用いられ、例示的な装置１２５は一対の放射
状に延伸する刃１２７を備えている。刃の縁１２９は、側壁または底の何れかに沿ってか
かるホッパー３１に接触することを依然として回避しながら、ホッパー３１の形状に密接
に適合するように設けられ構成されている。
【００４８】
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細長いパワー・シャフト１３１は攪拌装置１２５に固定的に取り付けられ、上方に延伸し
、駆動ユニット１１７に駆動係合されている。例示の実施形態において、シャフト１３１
は減速機１２１から独立して回転することはできないが、その中で軸方向に摺動するよう
に構成されている。（例を挙げれば、キーまたはスプライン・カップリングがこれらのパ
ラメータを満足する。）
【００４９】
例示的なカップリング・カラー１３３を用いることにより、攪拌装置１２５は（そのシャ
フト１３１と共に）、動作中に、供給ホッパー３１内の、実線の外郭線で図２０に示した
所定の場所に保持される。供給ホッパー３１を引き抜くことを望むときには、カラー１３
３を緩め、攪拌装置１２５およびシャフト１３１を破線の外郭線で図２０に示した位置に
持ち上げ、カラー１３３を再度締める。これによって攪拌装置１２５が供給ホッパー３１
から取り外されるだけではなく、修理作業の完了まで、かかる装置１２５が持ち上げた位
置に都合良く保持される。
【００５０】
本発明の原理を、特定の実施形態との関連で示して説明してきたが、かかる実施形態は例
として示したものであり、限定的ではないことが明確に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　従来のバルク固体計量システムを用いた先行技術の処理装置の代表的斜視図で
ある。
【図２】　柔軟な材料で製造され動作位置に駆動ユニットを備えた供給ホッパーを用いた
、新しいバルク固体計量システムの斜視図である。
【図３】　新しいバルク固体計量システムの別の斜視図である。
【図４】　メンテナンスまたは修理位置に駆動ユニットを備えたバルク固体計量システム
を示した、図２とほぼ同様の斜視図である。
【図５】　図２～図４に示したシステムの一部分の立面図である。攪拌機は省略し、部品
の表面は破線の外郭線で示してある。
【図６】　システム支持構造、供給ホッパーおよび延長ホッパーの部分の、部分的に断面
で示した立面図である。部品は省略してある。
【図７】　新しいシステムに用いられる供給ホッパーの一実施形態の側面図である。部品
は省略してある。
【図８】　視線軸ＶＡ８に沿って切り、その軸を中心に９０°回転させた図７の供給ホッ
パーの平面図である。図７のオーガーは図８では省略している。
【図９】　断面９－９に沿って切った図７の供給ホッパーの縮小断面図である。
【図１０】　断面１０－１０に沿って切った図７の供給ホッパーの縮小断面図である。
【図１１】　新しいシステムに用いて有用な延長ホッパーの代表的立面図である。
【図１２】　図１１のホッパーの下部取り付け部品の拡大断面図である。部品は省略し、
部品の表面は破線の外郭線で示した。
【図１３】　図１１のホッパーの上端部の拡大断面図である。部品は省略し、部品の表面
は破線の外郭線で示した。
【図１４】　新しいシステムに用いられる固定装置の斜視図である。
【図１５】　断面１５－１５に沿って切った図１４の装置の断面図である。
【図１６】　断面１６－１６に沿って切った図１１の延長ホッパーの縮小断面図である。
【図１７】　断面１７－１７に沿って切った図１１の延長ホッパーの縮小断面図である。
【図１８】　新しいシステムで用いられる駆動軸と駆動装置との特定の関係を示した、代
表的立面図である。
【図１９】　図２および４に示した駆動ユニットの平面図である。電気モータ・シャフト
の表面は破線の外郭線で示した。
【図２０】　システムの別の実施形態で用いられる剛性の供給ホッパー、延長ホッパーお
よび攪拌機構の代表的立面図である。
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